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国際単位系 （SD と その 使い 方

飯　　塚 　　幸　　三

　 工 業技術院計量研究所

1． は じ め に

　現在，世界的 に広く普及 しつ つ あ る国際単位系 （略

称 SI）は ， 国際純粋 ・応用物理学連合な ど の 要請を受

けて ，メ
ー

トル 条約に 基づ く国際度量衡総会 （以下で

は総会と略称する）が審議 の 上決定した もの で ある．

そ の 発端は ， 戦後間もな くの1948年 に開 か れた第 9回

総会が，「メ
ートル 条約加盟国 の すべ て が 採用 しうる

1 つ の 実用 的 計量単位系 の 確立」を決議した こ とに始

ま る．続 く1954年 の第10回総会は ，
MKSA 単位系の

基本単位 の メ
ートル ， キ ロ グラ ム ，秒および ア ン ペ ア

に，ケ ル ビ ン度
＊
とカ ン デ ラ を加えて 新しい 単位系の

基本単位 とす る こ とを決 め ，
SI の 骨格がで き上 が っ た．

っ い で に1960年の第11回総会は ， 新しい 単位系の名称
‘‘Le　SyStbme　International　d’Unit6S”

と， そ の 略称
‘‘S正”

と と もに，上 記 の 基本単位 の ほ か ，2 つ の 補助

単位お よ び 1012か ら10− i2
ま で の 10の 整数乗倍を表す

接頭語，な らび に 27個 の 組み 立て 単位からなる体系を

正式に儲定 した．その 後 ， 国際度量衡総会の 下 に 組織

されて い る国際度量衡委員会 は，各種国際団体の 意見

や 要請 を 徴 して 総会 の 都度改正 ある い は修正案を提案

し， 現在の形の SIに 至 っ て い る．

　上 記 の よ うに SI は ， 力学的 お よ び電磁気的 な諸量

を包含 した合理的な単位系で ある MKSA 系に準拠 し，

か つ 実用性を考慮 した合理的な単位系で ある た め，国

際的 に普及 の 傾向が見 られた が ，
1969年 に 国際標準化

機構 （ISO ）が国際規格に SI を全面的 に採用する こ と

を決定し，米国を除 く英語国が続 々 と ヤードポ ン ド法

か らSI へ の 切 り替えを決定して 以来 ， 急速に普及の 途

上 にある．すなわち，米国を除 く主要国の ほ とん どは ，

　How 　to　use 　the　International　System　of 　Units （SI）

　− Miscellany− K ・ Z 。　 r・ZUKA （Natihnal　Researeh

　LaberatOrv｛ゾ Metrolog／・，　 SCtkura−mara
，　 Niihari−9解π，

　乃 αr謝 3051／aψan ）
＊ 現在 はケル ビ ン と呼ぷ

本年まで に 国家規格へ の SI の 導入を終え る予定で あ

り， わが 国も従来単位に SI 単位 を 併記 す る と い う意

味で は，日本工 業規格へ の SI の導入 （第 1段階）を

終わ っ て い る．各学協会 も逐 次 SI へ の 切 り替えを進

めつ つ あり， 出版物 ， とくに論文中の 単位 に は SI の

使用を義務づ ける例が増えつ つ ある。 しか し，実際に

SI に よ る記 述 を 試 み る と，各分野ごとに 各種の 問題が

生 じ，現在の 国際的な 取 り決めが，必ず しも細部に ま

で 及んで い ない 故もあ っ て判断に迷 うこ とも少 な くな

い ．また ，
SI と併用 して よ い 単位などにつ い て 誤 っ

た理解 の まま処置 して い る例 も散見 され る．そ こ で 以

下で は，SI の 構成 と使い方をわかり易 い 形 に まと め

た 上 で ，SI を使 う上で の 注意と問題点 に つ い て も若

干触れて み た い ．

2． 国際単位系 （SI）の あらまし

　SI の 特長　　S1 に は い くつ か の 特長があるが，今

日の よ うな 広 い支持を得 るに 至 っ た重要な特長は ， 次

の 3 点と考え られる．

　（1） 各分野 の 基礎 とな る合理 的で，しか も信頼度 の

高い実現性 （再現性）を持つ 基本単位が選 ばれて い る．

　（2） 組立量 の 単位 （組立単位＊）が，基本単位の乗除

だけで 組 み 立て られ る一貫 性 の あ る単位系で，各量 の

単位相互 の 関係に は数係数が入りこ まず ， 極 めて 簡明

で ある （後 に述べ る よ うに若干の 例外はあ る）．

　（2） 10iSか ら10−18 まで の10の 整数乗倍を表す接頭

語 が 用意 されて お り，そ れらを単位の前に つ ける ζ二と

に よ り，実用上手 ご ろな大きさの 単位を自由に作り出

す こ とが で きる．

　SIの 構成 　 現在の SIは，最初 に 述べ た 1960年当

時の もの よ り拡大 ， 修正 さ れ ，
7 つ の 基本単位，2 つ

の 補助単位 ，
IOtSか ら 10−tS まで 16個の10の 整数乗倍

＊ 計量法 で は誘導単位とよ ぶ
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表 1　 基本単位 （Base　units ）

量 t名 称 1言腸 「 定 義

長 さ メ　ー　 ト ル m
クリプ トン 86の原子 の 凖位 2pエo と 5d6 との 間の 遷移に 対応す

る光 の 真空中に おける波長 の 1650763 ．73倍 に 等しい 長さ

質 到 キ ・ グ ラ 司   陣 際キ ・ グ ・・ 原器 ・ 質量

時 間

電 流

秒

ア 　 ン　ペ 　ア

S

A

セ シ ウ ム 133 原子 の 基底状態 の 2 つ の 超微細準位の 間 の 遷 移に

対応する放射の 9192631770 周期の 継続時間

真空申 に 1 メ
ー

トル の 間隔で 平行 に 置かれた無限 に 小さい 円形

断面積を有する無限に長 い 2 本の 直線状導体の そ れぞれを流れ，

これ らの導体の長さ 1 メ
ートル ご とに 2× 1G謄7

ニ
ュ
ー

トン の 力

を及ぼし合 う
一

定の 電流

熱力学齦 1ケ ・レ ビ ・ lK 水 の 三 重点 の 熱力学温度 の 1／273．16

物　質　量

光 度

モ 丿レ

カ　 ン デ 　ラ

mor

cd

0・012 キ ロ グ ラム の炭素12の中に存在する原子の数と等しい 数

の 構成要素を含む系 の 物質量 モ ル を使用す るときは， 構成要

素が指定され な ければな らな いが ， そ れ は原子 ， 分子， イ オ ン，

電子，そ の他の粒子またはこ の種の粒子の特定の集合体で あ っ

て よい，

周波数 540× 1012ヘ ル ツ の 単色放射を放出す る光源の ，放射強

度が 1／683 ワ ッ ト毎 ス テ ラジ ア ン で あ る方向の 光度

を表す接頭語および19個の組立単位 につ い て の 固有 の

名称か らな っ て い る、それ ら個 々 の 詳 しい解説 は，す

で に刊行さ れ て い る 専門書 1冖4）を参照 して い た だ くこ

ととして ， こ こ で はそれぞ れを裹 に して まとめ た もの

だけを示すとともに， 従来からの 慣習上 ， 誤用 しが ち

な事項 に つ い て の 注意を述 べ る．

　1．　 基本単位　　表1 は基本単位 の名称 ， 記号およ

び定義を示す． キ ロ グ ラ ム の 記号 kg の 第
一

文字は ，

後 に 示す接頭語 の 1 つ で あ るか ら，小文字で な ければ

ならない．熱力学温度 の 単位 の 名称は1967年の総会で

ケル ビ ン度からケル ビ ン に 改 め られ ， 記号 も
゜K で な

し に K とな っ た．また ケル ビ ン 〈K ）は温度差 に もそ

の まま用 い られる．物質量の単位モ ル （名称の欧文の

綴りは mole で ，記 号bS　mol で あ る こ と に注意）は，

国際純粋 ・応用化学連合の 要望 を受けて 1971年の 総会

で採択 さ れた．こ の 単位で表さ れ る物質量 の 構成要素

は定義中の t2G 原子と限らず，原子，分子，電子，イ

オ ン はもとより，そ の 他の 粒子やそれ らの 特定組成 の

集合体であ っ て もよ い が，そ の使用 に 当た っ て は構成

要素を指定す る必要がある．＊

＊ mol は粒子 の
一

定数に よ り物質の 量を表す場合の 単

　位 で ，質量 の 単位で は な い ．

　以上 の ほか ， 秒 の 記号 に は しばしば sec とい う記述

がなされ て い る が，正 式に は S・一一文字で ある点 に注意

された い ．

　2．　補助単位　　表2 は補助単位を示す．こ れらは

次元の な い単位で あり，基本単位 とともに用 い て組立

単位を構成す る上 で は基本単位 の よ うで もあり，例え

ば ラ ジア ン の 場合，長 さを長さで 割 っ た形で 組立単位

の
一

種 とも見 られ るた め ， 国際度量衡委員会は 目下の

と こ ろ，こ れ らを次元 の な い 組立単位と理解 して お く

が ， 基本単位とも組立単位とも一緒 にせず ， 第 3 の カ

テ ゴ リーを設けて補助単位と呼んで い る．

　3． 組立単位　　以上 の 基本単位と補助単位の 乗除

に よ りすべ て の 組立単位が構成され るが（℃ の み は例

外）， 基本単位と補助単位の 穣また は商の形で は面倒

で あり，ま た，1 つ の 表現 に 対 して い くつ かの 量が対

応 する こ とに もな っ て使い に くい た め，使用頻度 の 多

い 量または特定分野 の みに 用い る量を表すた め にい く

つ か の組立単位 につ い て 固有 の 名称が定 め られて い る．

そ れ らを表 3 に 示す．こ の 表に な い一般の 組立 量 の 単

位は

　（1） 基本単位だ けで構成され る もの ［例 ：密度の単

位 キ ロ グ ラ ム 毎 立 方 メ
ートル （kglmS）］

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1982年 第 3号 国際単位系 167

表 2　 補助単位 （Supplementary 　units ）

一 一
平　面　角

l

iラ ジ ア ン

立　体 角 ス テ ラ ジア ン

rad

sr

円の 周上 で 半径 と等しい 長 さの 弧を切 り取 る 2本の 半径 の 間に

含まれる平面角

球 の 中心 に 頂点をお き， こ の 球の 表面上 で 半径と等しい 辺を持
つ 正方形 と等しい 面積を切 り取 る立体角

　（2） 基本単位 と補勘単位 に よ り構成さ れ る もの ［例

： 回転速 さの単位　ラ ジ ァ ン 毎秒 （radls ）］

　（3） 固有の 名称を 持 つ 組立単位と基本単位あるい は

補助単位に よ り構成 され る もの ［例 ；熱容量 の 単位 ジ

ュ
ール 毎ケ ル ビ ン （JIK）1

に分類され ， それぞ れ次項に 示す規則に 従 っ て 組み立

て られ る．

　組立単位の 中で セ ル シ ウス 温度の単位
“

セ ル シ ウ ス

度
＊ ”

（℃ ）は特殊な地位を占めて い る．なぜ な らば，

こ の単位だ けは基本単位の乗除で な しに ， 定数の加減

に よ り定義され るか らで あ る．従 っ て ，当初は基本単

位ケル ビ ン の 変種 として表 1の 脚注として 加えられて

＊
計量法で は単 に

“

度
”

と呼ぶ．

い た が，SI につ い て の 小冊子
1 ）の第3 版 （1977年版）

以降は組立単位 の 1 つ として 位置付けられて い る．い

ずれに せよ ℃ は，れ っ きとした SI 単位 の 1 つ で あ

っ て ， 従来単位を SI に 書き替 え る 場合 に ， 必ず し も

K （ケル ビ ン）に 改め る必要はない ．また ℃ は ，
K

と同様 に温度差に対 して もそ の まま用 い て もよ い．か

つ て 提唱 され た 温度差の 記 号 deg は現在 は 廃止 さ れ

て い る （わが 国の 計量法 で は まだ生 き残 っ て い る）．

同様に周波数 の 単位サ イ クル （c）またはサ イ クル 毎秒

（C ／S），
コ ン ダ ク タ ン ス の 単位 モ

ー
（u ）な ど も，国際的

な取り決 め か らは姿を消した．

　また ， 表 3 の 中の 最後 の 3 つ の 単位は放射線に 対す

る防護分野で 使われ る もの で ， 用途 は そ れ ぞ れ の 注 に

表 3　 固有 の 名称をもつ 組立単位 （Derived 　units 　with 　spec 量al　names ）

一
　

　

　

蠶藩
闘

饗
邏
離

周

　

圧

工

仕

電

電

静

電
コ

磁

磁

イ

セ

光

照

放

吸

線

ヘ 　　 ル 　　 ツ

ニ ユ
ー

ト ン

パ 　ス 　カ　ル

ジ　 ュ 　ー　ル

ワ　　ッ　　 ト

ク　ー　ロ　 ン

ボ　　ル 　　 ト

フ　ァ　ラ　 ド

オ　　ー　　ム

ジ ー
メ ン ス

ウ　 ェ 　ー　バ

テ 　 　ス 　 　 ラ

ヘ 　ン　 リ　ー

セ ル シ ウ ス 度

ル 　
ー

　 メ　 ン

ル 　　ク　 　ス

ペ 　ク　レ 　ル

グ　　レ　 イ

シ
ー ベ ル ト

翫

鏡
JWCVF

Ω

S

輪

TH

℃

疑
助

欝

S
−1m

・kg・s　2

Nlm2N
・mJlsA

・sw1ACIVV

！AAtvV

・sWblm2Wb1Atac

＝（t十273．玉5）K
cd ・srlmtm2S

−1JlkgJlkg

＊
比 エ ネル ギ ー

付与 ， カー
マ お よび 吸収線量指標 に も用 い られる

＊＊
線量当量指標 に も用い られ る
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裘 4　 S1 接頭語 （Prefixes　of 　SI）

倍 数

101810tS10121G91061

．03102102

接 頭 副 記 号

エ

ペ

テ

ギ

メ

キ

ヘ

デ

ク サ

ク

タ

ラ

ガ

ガ

ロ

ト

カ

EPTGMkh

甑

陪数

　 10皿ユ

　 10−2

　 10−3

　 10−6

1　 10卩9

　 10−12

　 10−ls

　 lO−18

接 頭 語　記号

シ

チ

リ

ロ

ノ

コ

ト

ト

・

砂

　
払

デ

セ

ミ

マ

ナ

ビ

フ

ア

dCm

μ

nPfa

示す よ うに限定 さ れて い る・

　4， 10の 整 数乗倍の 接頭語　　こ れまで に 示した基

本単位 ・補助単位お よ び組立単位を総称 して SI 単位

と呼ぶ が，こ れらだけで は実用上 の 量の 大きさを表す

の に 不便で あ るた め，SI で は，　 SI 単位の 10の 整数乗

倍を表す16個の 接頭語が用意されて い る．それ らを表

4 に 示 す． こ れらを次項で 示す規則 に 従 っ て SI単位

の 前 に 付 ける こ と に よ っ て，手 ご ろな大きさの 単位を

作る こ とが で きる．た だ し，接頭語つ きの 単位 （例 え

ば mm や kmol な ど）は，国際単位系 （SI）の単位で

はあ るが，SI 単位で はな い こ とに 注意された い ． こ

れ は．SI 単位が元来 1つ の量 に 対 して 1つ だけ定め

られ，相互 に乗除の 関係で 結ばれた
一

貫性の ある単位

（コ ヒーレ ン 5な 単位 と もい う） の 組で ある と い う原

則に よ っ て お り，10の 整数乗を乗 じた接頭語付きの 単

位に は こ の 意味の
一貫性が成り立たない か らで ある．

した が っ て mm
，
　cm2 ，　kmol な どの よ う な接頭語付き

の 単位 は ， 正式に は SI単位の 10の 整数乗倍 ， あ る い

は接頭語付き SI 単位と呼 ぶ 必要がある．

　SI の 使 い 方　　SI の 単位 と接頭 語 の使 い 方は，国

際度量衡委員会 と国際標準化機構が定めて お り，そ の

詳細は前記文献
1−4）の ほ か ， 国際規格 ISO 　IOOOあ る

い は 日 本工 業規格 Jls　z　8203 （国 際 単位系 （SI）お よ

びそ の 使 い 方） に 規定 さ れて い る．以下 に はそ の 要点

を 示す．

　 1．　単位記号 の 使い方

　 （1） 書体は立体 （ロ
ー

マ ン体）で ，固有名詞に 由来

する単位 の 記号 の 第 1 文字 の み は大文字，他 は小文宇

とす る．［例 ； m ，s，N，P司

　（2） 単位記号に は終止記号を付けない ．また複数形

で も変化 しな い ．

　 （3） 2 つ 以上 の 単位 の 積 で 新しい 単位を構成す る 場

合 は， 次 の い ずれか の 記法に よ る．［N ・m
，
N ．m ，Nm ］

　こ れ らの中で ， 最後に示す形式で は，接頭語と記号

が同 じ単位 （メ
ー

トル の m ， テ ス ラ の T と，後に 述べ

る よ うに SI と併用 して よ い 単位 で あ る時 h の 3 つ の

み）が 使われ る場合に つ い て特別な注意を払えば ，
ス

ペ ー
ス を与えずに Nm の よ うに記 して もよい ．＊

　（4） 単位同志 の 商 の 形 で新しい 単位を構成す る 場合

は次 の い ずれか の 記法によ る。
　 　 　 　 m

　　　　
−
9
’・ m1 ・・ m

’
・
−1

　ただ し斜線 に よ る記法で は ， 同
一

行 に 2 つ 以上 の 斜

線を入れ て は な らな い．複雑な構成の 単位の 場合は ，

負の べ き乗また は括弧を用い る．

　　例 ： Mls2 また は m
・
s
−2 （mtsts は 不可）

　　　　J1（m ・1・K ）また は J・m ・卜 1’K −1

　　　　　　　　　　　　（Jlmol1Kは不可）

　2． 接頭語の 使い 方

　（1） 接頭語は適当な大きさ の単位を作る た め自由に

選 択 で きる．原則的 に はそ の 単位で 表される量の 値が

0．1と1000の 聞 に 入 るよ うな 接頭 語 を 選 ぶ ．＊＊

　　例 ：0．0039m は 3．9　mm と書く

　　　　3．1× 藍03mol は 3．1　kmo1 と書 く．

　   　接頭語 は 1 つ だ けを 用 い，2 つ 以 上 重 ね て は な

らない．

　　例 ：μμF は使わず pF （ピ コ フ ァ ラ ド）を 用 い る．

　　　　 m μm は使わず nm （ナ ノ メ
ー

トル ）を 用 い る．

　 な お 質量の基本単位キ ロ グ ラ ム に はすで に 接頭語が

つ い て い る の で，そ の 10の 整数乗倍 の 単位 は ， グ ラ ム

につ ける．

　　例 ：10”6tg は μkg で な しに mg （ミ 1Jグ ラ ム ）と

　　　　 す る．

　 （3） 2 つ 以上の 単位を組み合わせ て 構成 した 単位 に

は，接頭語を 1 つ だけ用 い る．た だ し，Jls　z　8203

で は ， 分母 に ある キ ロ グ ラ ム （kg）は基本単位 で あ る

ため ， 接頭語付きの単位と見なさない こ とに して い る．

　　 例 ：抵抗率を表す とき ，
rnS ？・mm は μ9 ・m とす る．

　　　　緬 勸 犠 すとき， μN1   は mNlm とす

　　　　 る．質量 モ ル 濃度を表す単位 mmoltkg は そ

　　　　 の まま使 っ て よ い．

＊
こ の 例は 力 の モ ー

メ ン トの 単位 ニ ュ
ー

ト ン メ
ート

　 ル を表して い る が ， 順序を 逆 に して mN と書 くと

　 ミ リニ
ュ
ートン と の 区別 がつ かな くなる．メ

ート

　 ル ，テ ス ラ，時，の 3 つ の 単位が含まれ る と きは，
　 そ れらを末尾 に示すの で な ければ，点を挿ん だ記法

　 に よ るべ きで ある．
“＊

同
一

の 量 につ い て の 表 の 値 や ， ra−一論文中で は，上

　 記の 原則 に かかわ らず 同
一

の 接頭語 だ けを使 っ た

　 方が よ い 場合もある．
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表 5　SI と併用さ れ る単位 （Units  ed 　with 　SI）

名　称

　

　

　

　

　

陟

ン

分

時

日

度

分

秒

ツ

　

　

　

　

　

リ
L
ザ

記 号 1 SI 単 位 で の 値

nmhdO

’

〃

Lt

1min ＝＝60　s

1　h＝＝・60　min ＝　S
，
600　s

ld ＝24h ＝86
，
400s

lo．・（π 1180）rad

l’＝σ160）
°＝（π 110，800）rad

I” 罵（1’60）
’＝（7r／648 ，

000｝fad

Il＝1dmS ＝・10−3　m3

1t＝103　kg

　（4） 接頭語 記号 は立体 （ロ ーマ ン 体）文字 と し，単

位記号 との 間 に空白を置かず に印刷する・

　（5） 接頭語付きの単位に指数が付されて い る ときは，

そ の 指 数は 元 の 単位 と接 頭 語 の 両方の 累 乗を 表す．

　　例 ；lcmS ．・（10
−2m

）』 10糊6
皿

3

　　　　 1μs
−』 （10

−6s
）
−1 − 106s−1

　SI と併用して よ い 非 S「単位　 国際度量衡委員会

は，実用上 の 観点か ら，従来か ら広く用い られて い る

表5 の 単位 は今後も SI と併用 して よ い こ と に決め

た．こ れまで の単位の表記を SI に改める際 ， 60進法

に よ る時，分や 角度 の 度，分，秒は使えない もの と誤

解 して い る向きが少な くな い が ，表 5 の 単位は，今後

も SI とともに 使うこ とが 許されて い るわけで ある．

また，特別な分野で 用 い られて お り，かつ SI 単位 に

よ る そ れ らの 値が実験的 に しか決 め られな い 2 つ の 単

位 （表 6 ） も，
SI との 併用が認 め られて い る．

　 こ れ らの非 SI 単位の使用 に当た っ て も，前節で 述

べ た 単位記号 と接頭語 の使 い 方が そ の まま適用 され る．

まf ，
SI 単位と組み合 わせ て 用い る こ とも許 されて

い る。

　　例 ： ml （ミ リ リ ッ トル ），
　MeV （メ ガ 電子 ボ ル ト），

　　　　  1h（キ ロ メ
ー

トル 毎時），
　 tis（ト ン 毎秒）

　なお ， リッ トル の記号に は，従来か らの 1の ほか に，

L も使 っ て よ い こ とと されて い る．こ れ は立体文字 の

表 6　 SI と併用 され る単位 で，　 SI 単位 に よ る値

　　が実験で 得 られ る もの （Units　used 　with 　SI
，

　　 the 　values 　of 　which 　are　determined　 experi −

　　 mentally 〕

1が数字の 1 と まぎらわ しい た め ， 大文字 の L の 併用

を1979年の 国際度量衡総会が決議 した ためで あるが ，

固有名詞に 由来しない 単位 に 大文字を用い る こ と に は

反対もあり， い ずれか 1 つ に絞る こ とが将来の課題 と

され て い る．わが 国の 計量法で は ， 記号として 斜体 の

tの みが使用を認 められて お り （こ れ は前項で 述べ た

単位記 号使用法の 国際的原則か らは外れて い る）， 立

体の 1お よび L はまだ取り込まれ て い な い．したが っ

て取引証明 には斜体の 1しか使用で きず， 計量器 の 表

記もそ れに 従 っ て い るが ， 学術用 に立体の 1あるい は

L を 用 い る ことは 差し支え な い ．＊

　併用単位の 中で 誤 りを犯しやすい 記号は時間 の 単位
“

時
”

で あ る．正 式 に は h 一文字で あ るが，慣行 に よ

りhr として い る例が多い ・逆 に
“

分
”

の 記号は min

で あるが ， こ れは minute の 省略形で はなく，あ くま

で も記号で あ るか ら，前項で 述べ た 原則 に よ り min ・

と して は な らな い ．

3． SI導入 上 の諸問題

　SI は前章 で 述 べ た よ うに ，十分 に合理的で 実用 性

の 高 い 単位系で あるが ， 実際 に従来単位 に よ る記述を

SI へ 切 り替 え る際 に は 若干 の 不明確な部分があり，

任意性の ある選 択を迫 られ る こ と に な る．そ の 1 つ は

従来単位の 取り扱い に お い て で ある．すべ て の 分野で

一挙に SI へ 切 り替え る こ と は多大の 困難を伴うた め ，

国際度量衡委員会は表7 に示す諸単位を暫定的に 引き

表 7　 SIとともに暫定的 に維持され る単位（Unks

　　used 　with 　SI　fbr　time 　bei  ）

名 称 1記 号

海 里

ノ　 ッ 　 ト

名 称 1言己号1 定 義

オ ング ス ト百一ム

ア 　 ー　 ル

ヘ クタ
ール

バ 　　ー　　ン

ノ N“　 一　　ノレ

ガ 　　 　 ル

キ ュ リ
ー

レ ン トゲ ン

ラ　　　　ド

レ 　　 　　 　ム

電子ボル ト

（統
一

）原子質量単位

eVu

AahabbarGalCiRradrem

SI単 位 で の 値

1 海里一1
，
852m

1 ノ ッ ト＝1海里毎時
　　＝（t，

852／3，
600）mls

lA ＝．o．1   ＝10−10m

la＝・Idam2s ・10Sm2

1ha ＝1　hmza＝104　m2

呈b・．・100fM2 ＝10｝−2B 【na

1　bar・・O．lMPa ＝105Pa
l　Gal − lcmts2 ＝10−2　mls2

1Ci ；3．7 × leユOBq

lR ＝−2．58xlO −4G
’kg

lrad ・・1cGy ＝・10− a　Gy
lrem ＝lcSv 耳le− 2　Sv

≡≡1．60219 × Io− 19J

≡≡1．66057xIO
− 27

　kg
＊ 日本機械学会 は最近論文中で は Lを 用 い る こ と に決

　 め た．
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表 8　使用を避けるべ き単位の 例 （Units　to　be　replaced 　by 　SI　units ）

量

長

質

圧

〃

力

〃

〃

さ

量

力

エ ネル ギー

熱　　 量

粘

動

〃

　　粘

磁 束 密 度

　 　 〃

磁界の 強さ

磁　　 束

度

度

名　　称

ミ　ク　ロ　 ン

X 線 単 位

ガ 　 　ン 　 　マ

重量キ ロ グ ラム

ダ　　イ　　ン

標 準 大気 圧

　ト　 　 　　 ル

エ 　 ル 　 グ

記　 号

一

ズ

ス

ス

マ

ド

ル

　

　

ク

　

　

ッ

エ

副

ア

ト

ゥ

ン

甥

カ

ポ

ス

ガ

ガ

エ

マ

‘’

γ

kgfdynatmTerre

「gcal

　 P

　StGs

，
　G

　

eX

γ

OM

SI 単 位 で の 値

1μ
＝・1μm ＝・10−6m

lX 線単位 cr　1．002× 10−4nm

1
γ
＝11t9＝10−ekg

lkgf＝＝9．80665 　N

ldyn＝10−SN

latm ＝101
，
325　Pa

lTorr・＝（101，3251760）Pa

Ierg＝lo　7J

lcal匸T
＝4．1868 」

且P ＝Idyn ・slcm2 　＝・　o．　1　Pa・s

lSt ・・1cme ！s − 10−4　m21s

1（誌＝10−4T

Iγ
＝lnT ＝10＋9T

lOe ＝＝（10s14π ）Alm

1　Mx 　・＝　IO−SWb

続き使用す るこ とを認 め て い る．もちろん こ れを新 し

い 分野へ 導入する こ と は避 けるべ き こ ととされて い る

の で ， 従来単位を表7 の 単位へ 切 り替え る こ とは許 さ

れな い．しか し個々 の単位を い つ まで 使用す るか は分

野 ご との 判断 に任さ れて お り，例えば圧力 の 単位バ ー

ル は油空圧機器分野の 支持が 強力な た め ，
ISO 規格で

は暫定的併用で なしに表 5 の表 に加え られて い る．

　しか しい ずれ に せ よ，先 に示 した表 5
，

6 と，表7

の 単位以外 はすべ て SI に 置き換 え る こ とが 望 ま しい ．

そ れ らの 切 り換えを要する単位の 代表例 を表 8 に示し

た．本学会 に 関連の 深 い 濃度とそ の関連量の単位は t

計量法な ど 従来の 慣行と SI に よ る表示 が も っ と も入

り乱れて い る分野で あ り， 量 の 定義と名称か ら整理 し

直す必要が あ る，こ こ で は，国際規格 ISO　3118（物理

化学 お よ び 分子物理学の 量 と単位） と 日本工業規格

JIS　Z　8202（量記号，単位記号及び 化学記号）に示さ

れて い る濃度関連の SI に よ る単位を 参考として 表 9

に 示 して お く．

　SI 導入上の第 2 の 問題は ， 接頭語 の 選択や記号 の

用法上の 任意性 で あ る．そ れ らを要約す る と ，

　  積の 形 で 組み 立 て られ る単位 の 接頭語 は．どの

部分 につ けて もよい か ど うか．例え ば力の モ ーメ ン

トの 単位 N ・m の 10−s は mN
・
m とす るか ， そ れとも

N ・
mm とす べ きか．

　 （2） 商 の 形で 組 み立 て られ る単位の 接頭藷 は ， 分母，

分子 の い ずれ につ けて もよ い か ど うか ，接頭 語 は 1つ

だ け（  を除く）と い う原則 に よ っ て も， Mg 加
3

，
　kg！

dmS，　gicm3 の よ うに い くとおりもの 同じ大 きさの 単

位が 使 わ れ て しま う．

　〔3） SI と併用 して よ い 非 SI 単位 は無制限 に使用 し

て よ い かどうか，とくに リ ッ トル と トン は，そ れ らに

SI の 接頭語 を付けて 用い る と，立方メ
ー

トル および

キ ロ グ ラ ム と 10s だ け異な る 単 位 の シ リーズ が で き上

が り， 任意性が増大する，

　以上 の 諸問題 に 対 して は，目下 の と こ ろ絶対的な 指

針は な い と い っ て よ い ．した が っ て各分野 ご とに ，
S正

の 本質を失わな い線で の 何 らか の決断が必要で あ る．

筆者と して は，上記ω につ い て は接頭語を組 み 立て た

単位 の 前だ け に付け る，（2）に つ い て は分子 の み に つ け

る （分母 の kg は JIs　z　8203 の よ うに許容する）， （3）

に つ い て は撞頭語付きの 単位を
一

切認めない ， とい っ

た思 い 切 っ た 方策が好ま しい と考 え るが，い か が な も

の で あろうか．

　なお ，
SI へ の 切 り替え に 当た っ て は ， 従来単位 に よ

る値を SI に よ る値へ 換 算 す る際 の 有効数字 の けた数

と数値 の 丸 め方に 関 して ，何 らかの 規準を作 る必要 の

ある こ とを指摘して おきたい．

4．　 む 　　す　　び

　以 上 に現 時点 に お け る 最新の SI の 体系の 概要とそ

の 使い方お よ び SI へ の 切り替え上 の 閤題 な ど につ い

て 述べ た。前述の ように ， わが国は まだ SI へ の一本
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表 9　濃度 に 関す る量と単位 （lso 　31 と JIs　z8202 に よる）

　　（Quantities　and 　their　units 　related 　to　concentration ）

量 の 名 訓 量 の 定 義

分 子 数濃 度

質 量 濃 度
呂

モ ル 濃 度
a

質量 モ ル 濃度

質 量 分 率 s

体 積 分 ajs　th

モ ル 分 率

成分 B の 分子 の 数を混合物
の 体積で 割 っ た 量

成分 B の 質量を混合物の体
積 で 割 っ た 量

成分 B の物質量を混合物の

体積で割 っ た量

溶質成分 B の 物質量を溶媒
の 質量で 割 っ た量

成分 B の 質量 の ， 混合物 の

質量 に対する比

成分 B の 体積の，混合物の

体積 に対す る比

成分 B の 物質量 の ，混合物
の 物質量 に 対す る比

SI単位 と併用単位の名称

毎立方 メートル

キ ロ グ ラ ム 毎立方 メ
ー

トル

キ ロ グ ラ ム 毎 リッ トル

モ ル 毎立方メ
ートル

モ ル 毎 リッ トル

モ ル 毎キ ロ グ ラ ム

（無名数）
b

（無名数）
°

（無名数）

記　号

モ 　　ル 　　比

イ オ ン の 当 量

濃度

In
−B

  1m3kg
！lmoltmamoltlmoltkg

溶質成分 B の 物質量 の ， 溶
媒 の 物質量 に 対す る比 t

（無緻 ）

モ ル 濃度 とイ オ ン の 電 荷数
の 積

モ ル 毎 立 方 メ
ー

トル a
皿 ・1！m3

a
計量法 で は こ れ らすべ て を濃度 と呼ぷ

b
計量法 で は質量百分率，質量百万分率 な どが規定 されて い る．

°

計量法で は体積百分率，体積百万分率などが規定され て い る．
d

計量 法 で は 規定 （Nor また は N ） とい う単位もと り入 れ られ て い る，

化 に つ い て 何 らの 法的措置を と っ て い な い た め ， 分野

に よ っ て は SI 後 進 国 とな っ て い る．法 的 規 則 の 及 ば

ない，そ して経済的負担 が 比較的少ない学術 お よ び教

育分野が卒先して SIを採用 し ， 遅 れを取り戻す こ と

を 願 う もの で あ る．な お，筆者 は 日本機械学会 に お け

る SI導入 に も委員の一人 と して参画 した が，そ の成

果が マ ニ ュ ア ル
5）として まとめられて い るの で 参考と

して い ただければ幸 い で あ る，
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